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編 集 後 記
今度 弘前大学二泌尿器科講座ガ独立新設セラレ ソノ教授二束北大学助教授デァッタ舟生富寿博土ガ就任
セラレタ 御同慶ノ至 リデァル,帷 子教授ハ皮膚科専任 トナラレタ 三重医大二皮麿科講座ガ分離新設セラ
レ ソノ教授二同大学ノ浜口助教授ガ昇任セラレ 矢野教授ハ泌尿器科二専念セラレル事 トナツタ 神戸医大
二皮膚科講座ガ分離設置セラレ ソノ教授二同大学ノ佐野助教授ガ就任セラレ 上月教授ハ泌尿器科専任 ト
ナラレタ 信州大学ニテモ分離が行ワレ 皮科ハ高瀬教授 泌科ハ柿崎教授専任 トナラレ瓦
コノヨウニ各大学二於テ 続々ト泌尿器科ガ皮牌科 ト分離シテ行クノハ 当然 ノ事 トハ云工 実二結構ナ事
デァル コレデ全国46ノ医科大学 ノ中デ 泌尿器科講座ノ独立シタモノ32未 ダノモ ノ14トナツタ.今後 速
カニ全部ガ独立スル事ヲ望ムモノデァル.
斯カル気運 ト共ニ ー般綜合病院二於テ 両科ガ分離セズニー緒ニナツテイル所二於テモ 泌尿器科 ノ患者
ガ増シ 診療費収入モ増シテイル ノデ 両科ヲ分離シヨウトノ傾向ガ高マツテイル ソシテ実際二分離シテ ミ
ル ト 泌尿器科ノ収入ガ甚ダ多イノデ 病院当局モ驚イテイル状態デァル.ソ ノ筈デァル 泌尿器科 ノ患者ハ
内科 外科等 ノソレニ比べテ少ナイケレド 近年ハ著シク増シテイル 然ルニ泌尿器科専門医 ト呼ブニ足ル医
師ハ極メテ少イ 泌尿器科 ノ内容ハ以前 トハ大イニ変ツタカラ 昔カラ泌尿器科 ノ酒板 ヲ掛ケテイタ医老ハ
現在ノ泌尿器科医 トシテハ充分デハナイ.ソ コデ大病院ノ泌尿器科 二患者ガ集マル事ニナル ソシテ綜合病院
二泌尿器科ガ設置セラレ ソノ専門医ガ求メラレル事ニナル,ソ レハ喜パシイ事デアルガ 困ツタ事ニハ ソ
ノ需用二応ズルダケノ専門医ガ居ナイノデアル 私ノ教室デハ 現在ノ所デハ 赴任ノ出来ル医員ノ余裕ガナ
イ 今後ハ入局者ヲ多クシ 専門医ヲ多ク養成シ 将来 ノ教育者 研究者 実地診療者ヲ出来ルダケ多 ク作 リ
上ゲテ行カネバナラヌガ ソノタメーハ多クノ問題ガアル.ソ ノ中デ ー般的ニハ勤務医ノ待遇ヲ向上スル事
泌尿器科 トシテハ 専門医制度ヲ早ク作ル事ガ特二重要デァル.尚 私ハ以前二 泌尿器科専門医ハ個人開業
ニハァマリ適シナイ ト思ツテイタガ コノ頃デハ必ズシモ ソウデハナイ ト思ウヨウニナツタ モシ左様ナラバ
外科デモ開業ハ適シナイ事ニナル(昭和37年9月)




3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住所(雑誌郵送先),勤 務先,職 地位,自宅開業の別,
送金方法等を御記入の上編集部宛.








4. 文 献 の書 式 は次 の如 くす る ・著 者 名:誌 名,巻 数:頁 数,年 次.
400
例 ・中 野:泌 尿 紀要 ・1:110・昭30・Lazarus,J.A.:J.Urol.,45:527,1941.
5.300語 以内 の欧 文 抄録 を記 し,之 に は欧 文 の標 題,所 属機 関 名 ,ロ ー マ字 著 者 名 を附 け,
な るべ くタイ プ ライ タ ーを用 い る こ と・希 望 の 場合 は 当 編 集 部に て 醗 訳 し ます 抄 録 用 の原 稿 を
送 る こと.蘇 訳 の実 費 は 申受 く.
6.掲 載料 は4頁 迄 毎 頁600円,そ れ 以上 の頁,ア ー ト頁 ,図 表,写 真 は実 費 を 申受 け る.別
冊20部を無料 贈 呈 ・そ れ 以上 は 実 費を 徴 収す る・ この場 合 には 予 め 希 望部 数 を 申込 む こ と.特 別
掲載 も考慮 す る.
7.校 正 は初 校 のみ 著老 校 正 とし,再 校 以 降 は編 集 部 が行 う.
8.原 稿 送 り先 は京 都 市左 京 区聖 護 院 京 都 大学 病 院 泌 尿 器 科 紀 要編 集 部 .
